














研究の目的: 

 ATL ウイルスの母子垂直感染予防に関しては未だ十分な結論が出ていない状況であるこ

と、社会的影響についてのコンセンサスが確立していないことなどのために、学界の意見

も統一されていない。しかしこの問題は地域によってはさし追った事情もあり、母子保健

の立場から広く意見を求めて今後の対応をしなければならない状況にある。そこで全国の

産科、小児科、公衆衛生の各分野でこの問題に実績をもち、あるいは強い関心を持つ学者

から直接意見を聴取するとともに、集計のためのアンケートの回答を求め、関係学者の意

見がどのあたりにあるかの調査を実施したので報告する。 


